
ポリテクセンター千葉による相談・支援の概要
相談で把握した課題と目標・要望 訓練後の成果

役職に応じた内部・外部研修を体系化して実施していたものの、流れのある研修にはなっていませんでした。
また、IT業務改善やAI等の活用による生産性向上が求められており、社員のスキルアップが急務となってい
ました。生産性向上支援訓練について、パンフレットやホームページで知り問い合わせをしたところ、オー
ダーコースは、会社の課題に合わせ訓練カリキュラムのカスタマイズができ、訓練会場も自社に設定すること
もできるということを知り、利用に至りました。

演習を交えて訓練が行われたので、分からないことも聞きやすく、楽しく学べました。ワーク形式で周囲と教え合いな
がら進められたのが良かったです。表計算ソフトの訓練を受講し、関数を習得したことにより、作業効率がアップしまし
た。また、AI知識を学び、資料作成時間が大幅に短縮されました。

・オーダーメイドで体系化した

研修を継続性的に行いたい。

・IT業務改善やＡＩ等の活用による

生産性向上に向け、社員のスキル

アップを目指したい。

みどり産業株式会社 様
所在地 千葉県市原市五井9093－３
事業内容 廃棄物の収集運搬、リサイクル処理、中間処分業、その他サービス

社会貢献・お客様満足・社員満足を社訓に、資源循環を通じて
「みどりを産み出す事業」を展開し、地域のゴミゼロミッションにチャレンジし続けています。

代表取締役社長

津根頼行 様

受講風景

生産性向上支援訓練 利用者の声

事業主の声

オーダーコースは、講師と直接打ち合わせをする事ができるので、会社の課題解決に即した訓練を構成する
ことができました。さらに、オーダーコースを導入した事で「AI活用」や「表計算ソフトの関数」の習得など、
実務に直結するスキルを学ぶ機会となり、社員の継続的なスキルアップにつながりました。
生産性向上支援訓練は、利用しやすい受講料で、条件を満たせば助成金も活用できるので、非常に有効なも

のでした。
また、訓練を通じて社員の成長意欲が高まり、社内に前向きな変化が生まれました。
今後も、階層ごとのスキル習得を目的に継続的に訓練を実施していきます。

利用者の声

生産性向上

支援訓練

Q.訓練を利用した経緯を教えてください

Q.訓練を利用していかがでしたか

Q.感想を教えてください。

Q.訓練で学んだことをどのように活用していきたいですか

生産性向上支援訓練の利用コース
年度 月 コース名

令和6年

6 AI（人工知能）活用

6 表計算ソフトを活用した業務改善

7 効率よく分析するためのデータ集計

8 業務に役立つ表計算ソフトの関数活用

9 表計算ソフトを活用した効果的なデータの可視化

令和7年

7 企画力向上のための論理的思考法

8 組織力強化のための管理  

9 プロジェクト管理技法の向上

10 管理者のための問題解決力向上

11 情報漏えいの原因と対応・対策

Ａ. 広報を担当しており、広報で作成する制作物のアイディア、レイアウトや文言等でAIを活用したいです。 
訓練で学んだことを業務に活かし、今後はさらに活用できる場面を見つけて効率化を進めたいです。

Ａ.

・基礎知識の習得から応用まで、

社員のスキルアップを支援する体制

づくりや社員の意欲向上につな

がった。

・表計算の知識やAIで業務効率

が格段にアップした。

Ａ.

Ａ.
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